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地質調査所における石炭調査研究の概饗（昭和蕊隼一一鱒年）

徳　　永　　璽 源＊

藪　え　が　嚢

　地質調査1誓燃料部石炭課にお／す恐業務の内容は，わが麟ヂ）燃料資源とくに畢ゴ炭を中心として

の調査研：究を行なうことにある。したがってその難めとするところは，わが国における石炭資

源の実態の把握，醐発に有効な資料の提供，炭鋒1闘発とくに地質学的解明のため盗必要な基礎

的研鋤，さらに将来闇発の対策となるべき地域の予測等である。

　しかしながらわが麟における罵掌ルギー資源の利用状況ぴ）変遷，そのほか経済的ポ政策的な

諸事の影響轍よ鎗，、これらの融めの間に緩馨蔑の変化が起こやていることは事実である。黒び）よ

うな趨勢を分析／、、ながら，石炭諜の業務の内容を明らかにL、・ておくことは必要のことと考えら

れるので鍛近慕力年1筆胃の内容をここ1こ略述する、，すでに昭融鷺年よ診簸年に至る闘につい“ては

公表ずみ（鉱由地質学会誌，第隻1巻，総～囑号，鯵麟）である。

11．調鷹研究の推移

　灘地質調査所においては，昭勲驚（咋以醜すなわち太平洋戦争麟は，燃料資源に関する調査研

究は唱第驚部第黛線が取曽扱鷲ブぐいた、、

終戦後，国内燃料資源とくに織羅覇1の急速な調査．と開郵慕が提畷され，調査欝i粥について

は，とくに蟻所内轍炭鰻調査会が昭和灘年に発足し，金i蓼胸な炭田調査が行なわれた。

　ぎ澗の畿査では衡墨締／鍵熊概査が行なわれ，その後数年にわたゲぐほぼ全麟の炭灘頓婁

いて調査が引続ぎすすめられた．のである、、

　その後昭麹購年，轟所内において石炭調査研究業務が憤久的に組織化され石燦課として調査

研究が集約されて行なわれるようになったが昭和3慮年震での推移についてはすでに公にされて

いるのでここでは省i晦する。

　昭和1熱年以1灘，；蘇炭誤騒凱関するま叢蕃努とくに1蕎炭議l　l薩と炭1鷺地露或に1関する霧蕃種の資溺緩礪査研謬ビ

の件については，第豊嚢に承した・
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．織質調鍵蓋ノi縁ノ／　報　　（嬉　け巻　 籍疑）1｝）

　第1表における内容中燦醐惣域につレ・ての調査研究は炭繊の野外地質調査と灘チ究的調査と紅

分けられるが，講者の闘に実質的には一線を爾することはむずかしいので，野外を主とする調

幾研究と蜜内実験を伴う調査研究とにわ1’ナて表示1副、た。

　炭田における嵐三購惣！護図作成のためには単轍／溺相のみではなく堆積学的資料ガ占生物鱗重鉱

物組成等による解析も加えられるので，炭鶏総合図としては講奢の要素を含むといらことがで

きる。

　海底地質騰禰査とミ幾現した謂彰葎はラ繍期闇内初其桝こおいては雰特別硫究「大陸・棚調査」および

ヂ、島源〔半、1妻海毎薩綜合調壷ii研藩窯コ　さらに藩殺近では　梓毎／底i地質調査技術のイ登1：究」　として取一妻二げられ

ているものの翌部をなしているものである．

　原料炭田地域地質総合調査研究は，特別研発として昭和鐙年より発足したが，その内容は，

石淡編によって行なわれている全国原料炭田地域開発総合調査．と呼応して，将来開発が予測さ

れる塘域について、，物理探鉱・麟相調聲ぎi等を行ない，爽炭繕鞍）賦存ツぐ況を1硝らかにンする鷺的を

もつ騨ぐレ・る。

　炭猟iガス婁澗獲装韓移厳は，一ずでにll召沸i29癖導斐｛から華二fl炎ガス灘藝鍵露軒多鷺として王取、」員ずら才ゼぐいたが，

その後においては響寺磐l／研：究となり撃その闘に予算薩篭葛としΨぐド天蟹キガス」あるいはドガ満ス地下

貯蔵調査研究」と一一一・括されたこともあ・）た、、昭漁欝年度からは経常研究として趨続きすすめら

オ集層ぐ秘・る。

　資料編集計醐1誼こ炭鑓調査会当時急速に収集蓄積された調査報管の整備を美蕪藤の1三・1標としさら

に未調査および重要炭1熱胤おける要所の資料，試錐資料などの紋集を智なった、，

　さらに最近では，諸外麟紅お容る澱紹に閣す蔦文献を収集しつつある、、

　炭繊地域ヴ）物理探鶴翌につレ・て，1重力擦、査と地震麟黛査が行なわれているが，そのうち翠f縦関係

グ）予算灘1分内でグ）もののみを奢めてミ擬示した。炭繊ま惣壕爆凱分布する堆積蝦また1は石炭層呼耳こ含

まれるゆラン撃響原とくに炭濁超辞或における放射能強麓湛∫定についての調と葭慧1，こぴ）期闘中活発

紅行なわ酒、，とくに後期においては，件数において増加をみた、

　以、無調三糞i研究σ）件数／こ』よる表ラ糞は，全葵段的な、繕｛溶1を示すiつσ瞬灘で審）誉）が，所要経．費の、圭、裏、居こ

ついては苓簾諜関係調査中，地質調査研多究が首雛をしめている、，

　次にこれらの内容について，炭醐釦および調査内容別に取上げ，また成果を要約する，

（第2表参照）
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図版1 受振点No．24～46
受振距離5．67～7．65km　rE．T．L）

S．P．1薬量！00kg

図版2 受振点No．70～94
受信距離6．30～8。46km（E．T．L）

S．P．II　薬量　90kg
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地典，，結櫨舜臆おける｛罰碁，蛇，、屠、酬醗璃腰留1鱒騨鵜隼）（総纏嫌；幻

黛．　霧周査羅磯究の内容

　第驚表に示し、九炭騨・件数は調査の対象となった炭繊および地域に関して，逐年別に豪とめ

たものである・この灘によっても大約承されているように，この期閲中調査研究の対象として

重、1、、1的に取上げた地域は釧賂・天．iひ常磐・石狩および1・i旧蟻、北画部の地域であ・・た、

　これらの地域における調査内容は次のようである．

　天．1ヒ炭繊紅おいては，従来ごく燭地的に廠とめられた1、餐鎌地質をさらに全域にわた蜂緯渥遷的

に談とめた・もので，その成果は近く発表蒸れる予定である、

　釧路炭潤頓ついては，すでに稼行されてい灘ドー一ム構造を申心とした地域についての塘域的

な調査はあった』が，そ憩全般的地質については当所で行なってい礁もの、として愚万分の1地婁

図がある．

　ここで取上げた灰雛総合調査は，徽れら重、凧稼行地域（雄別・尺至lll等）地質をさらに実測を

伴9た地形図によって繹三査し、，寒た各麟のイ繊課的鱒1灘において花睾1〉分析を行ない讐求た蕉妻地

層等については重鉱物1分析を行なうなど後背地か1取の供給物の堆積機構をみる等，研：究，趨を伴

った総合調査をすすめつつある、，

　窟た，野外調査においては，ま餐謬鹸ま二の脅効な手段を潮いて，地縢の照成に』関する解析を行

なつ甲ぐレ・・る（）

　常磐炭欝：1について／よすで紅昭和3艦糞慕慶窟でに詳しい地質調、慧．1が行なわれ，ほ1　漸域韓わた◎

1刀分の1地質図が完成された、、

　この期問内においては，こ潔、ら総合的成果を二1雌i隷して，炭繊地繍におけるガス資源の調査

研》翫）烹そ疑）藁　、とな9た、、

　1．賠＝1県北覆ぎ部の警1駕谷湾方酷1よや北九州小倉沖にかけては大辱i／して黛つの間題がある韓そrのi

つは両地域の地層の対比，また繊の1つは小禽炭購沖の石縦資源麗蔵の∫能性であ馨．

　離轡については特牛・下関を中心とする隣難）地倭講掩ならびに古生物鞠瑠酸がすすめら

れ，後者については特研による海｝1二物探と海1穫錐が行なわれている・

　二薪狛炭田についてはこの期問よ1）先，石狩平野を対象として地馨蜷． 藪を爵体とす考る物探が行

なオれ，また地綬上問滋のある地城たとえば赤平，歌志内方薦，夕張爾部等についズ，地歪或的

／慰質貰矯嚢iが塗？なわ才瓢“た。

　今期間申は主として瞬災脚こおける炭田叉ズスの調査、および第三系の基盤との騰裁にある耐火粘

土の調査研究癒どが行なわれた。

　その他北ぬ、州方面においては懸三世保1鷺方ド小il『、1、賠1こ試錐を行ない夕耐炎麟の麟嚢業の確凝ヌが行な

われた、これによれば一量，QOO瓢以下に大、蕪ノy顧と同じ下位の火ノ，矧嚢ノ）賦存が確認されてい

る，、

　これら蕎炭田の地質解明とともに，炭繊地域¢）防災および採癖鋤薫ブ諾種の問題に関し』ぐの調

査 膏響鷺も孝テなオつ才した羅
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発協力態i勢をもととのえている．

　核原料物質調査のうち巌繊地域の放射酵繋常地は多く葎在し，すでに1、1…形県小麟

55 …（1鶯7）



地　鎚　調　査　醗　辱　撃1菱　　　（衛　篇　巻　　鵜　生（）　蹄）

谷，宮城県大内タ愛知補駿．灘蝉ゼ罫など煮雛積量1鋤鐵嶺瓢つ、ゾぐ凄激，　乙の期難ll争｛露講査を行なウた，，

とくに1鱒地域に多嚢糞する古植物に〆）いて璽〉翻下取り康とめ中である“このような．鎌1射能異常調

三灘の牽霧果は貧1璽和嚇晦三撲1後層童において　i弾堆稚鋳努撮蚤城における鉱“末」　の1部として一一括報皆さン豪t

る弩篠詫～錨ある、、

　要一約す蕎に，　ニヂ）導力懸三間における苓／覆関係調査は警大規案藁な農慰表潔1養釜よ9毫、研二究を加味L、

た総合的調査搬：甕1胤うつ婁っつある時期と戴現でき，今後の調査、研窪の路秘をも示していると

いえよう。各細1三服こついては第3表から第彗表までに示した。

3呂　l　l度　調　ご鶯　／i野　ミ究　内　諌　嚢・

　　　　　　　ぎん　ロ　　　ねモ

穂域　　輝　綴…調　1・藪　媚1鷲　灘薮　猿料炭　プ∫ス　驚　料　物篠　ウ槽〆

’饗　　　　　　　　　プ1琵

釧　　　　　1繕

石

常

北　　　　兎ρ　　　州

難　　　　獣　　　深

　　　　　瑚　辺

1騎　　ヲード　　　　睾蘂謬

蚤

盛

垂

ま

2

菱

貸

璽

王

鷺

1

圭

1噺糞iノ肖

金　丸

新潟・
　　　　1山形

櫨畿撮蓮域試錐蔑箋菅

　　　　　　　　　　　　　　　第塾嚢　　　嚢春　年　度　1潤　1薮　ll野　縄　鹸　訳　糞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認識：二『　　　　　　　　　　　　　隔驚畿罫肖 自自…

幾域　嫡　象i調嶽イ1子轄党海底　1麟韓之ガ　ス　驚料物探レゲラ・

薦

鋼

1覇

蟹

．轟

北

鐵

　　　　，化

　　　　路

　　　　磐

　　　　島

薩、　　　チ縫

澄　　撮

　　　　霧奇

3
3

置

隻

1

4

蔓

1
2 王 i

　　　　黛

、ノ・、舞廟瞭　1

・嬉5・表　　　3γ　舞i痩　翼構　1養藪　・研　究　内　訳　繋鷲

　　　　　　．無｝　　象i
翅三　　／叢

天　　　　　　．、翫

　　　　　　　　路

　；郵i』　　　　　　　　峯守

’
、
碧

北

蝋

雛

鎖

門

貞．，

黙1

磐

弼

鑛．

擦

ヂ隔i

鶏　　i費　　｛1葺　　∫究　　｝輝　　鷺藻

　　　驚

　　　3

鷺

窯

ガ　　猟　　驚　料i物　 探　　ヴ　糟　〆

慧

1

／

愛

一i⊇　　1
　　ヒ

1朝i鷲戴
　　　　　　　i
　　l域

　　i入彩糠1

5導・一1ε菖s）



雛麟喜濁鳶所瓢おける石1凝調査硫究の糠る要　（購蕃1露鐸年　…4Q趨曳）　（徳水慮瀧）

　　　｝
対　象…調

　籍6糞鷲

二猷i醗　究

3呂　第　度　灘毒

海　底

研二　擁黛　内　霧浸　幾

地　域
山　　ガ　　議　　驚　　料・　護勿　　探i・　　1．㌘　慢　〆

天

麟

1賀

常

瀬

職

億

筑

門

継

艶

顧
路i

擁

鎌

豊

3
欝 黛

蓋

驚

薫

き

隻

　　濃．　濃釜　量

　　騨勲、1悉畿

　　　　　　慧
　　城

　　角　照

　　小1，ノニ，1辮

蓋

　　｛鉱　綾

　　κ　内

第7壷
s警　｛ド　慶　、濁　擬　鞍無　肇籠　内　ζ詳ま　・擬

塘　，賊

対　象…
　　　　糞覇　　鍵誕　　覇二　駿三　　率蕪　　！義 ガ　　ス　　欝　　寧遷　　縁勢　　1渠　　・ン　ラ

κ

釧

職

　　　　門

常

大

湘．谷湾憩i暴

唐

筑

鰹　　馨1
塵贈　　1『一乳一・羅公

北

路

狩

磐

嶺

1『『1

豊

鎌 至

蒙・

測

1
3

量 ま

至

夏

t

更

至

　　遵　　1欝　1、

　　覇鴨㌧3

延

　　角　i籍　l

　　l喰　　嚇母婆

　　．人琢多讃馨　互

嬉8 表 4美1・継　度

一自TT

究1海

、濁　自難　醸1箏鷺　内　…ilぐ　嚢

地　繍
対　懸調　査　醗 底　　撮ξi親づ澱　　ガ　　業　　婆薯　　薯鱗　　箋勢　　携難　　ウ　僅　　ゼ・ド

翼

釧

報

常

佐

北

轡

蜻

，閥

門

瞳

ん

〕ギ 一振蓑

ドiヒ

路

保

州

崎

島

．戴

蓋

3

正

3
黛

美

i

亙

皇

1・

i

／

鷺

茎

　　猿　投三

　　・擦駿ソプ
　　　　　　婆
　　蝋
1
　　購1　難ゴ　蒙

　　薩頃皮多　i

　　太　櫓窒

　　大ら内　長

　　、入鷲鰍賑　1

韓．　闘期闇刺轟嶺所出版物1瓢掲載憲れた成漿

　昭麹鱒年から駅）年に至る閥に灘駈燃懸1物に発表された成果は次騨）ようであるが調査はこれよ

雛鳶霧の期問に劉でなわオ轡るたものもある鼎

　塞たここに掲載したものは1石炭諜関係経常予算および特研のみに、臥kめた。

き7・預6菖繋）



　　　　　　　　地懲嶽礪三翻痢儲譲　（窮、1㌘巻第至（）粉

〔昭和薄麗罫〕

松井　　寛1｝鉱獺蜂∫狩麟群の堆積さ愚程における豊難堆と芦ず別沈降盆。鍵1，地調報告，N轍矯5

東中秀雄・永井浩三：淡路島の燕炭（その墨），月報，V砿茎1，臨港

東申秀雄・永井浩二営1淡路島ぴ）藍炭　（その黛），月報，v（｝L碁，N砲5

徳永叢元・尾皿熱　亨1岐、箪県美濃炭類土岐・摺ジ詑両地籔ならびに天草，三池爾炭田におをナる

　　主要炭層グ）古植物学的研究，月報，V駄墨1，N｛碁｝

〔昭勲懇蘇蕊〕

一杉武治ガ古絹俊太鄭：佐世保炭鐡鹿町地区鷹島調査報皆，拷報，v砿獄，輪ほ2

懸城清之鋤・根本隆文・佐川昭：北海道樺戸炭灘浦臼地区浦臼鉱業所付近の地質，月報，vd．

　　至4ラN（），1

三田正一鯵小島光夫・鯵々木実鐸遊1嚇都三i空知地区東装別区域地質図説明書（1緬本炭1二｝1図

　　至の

佐藤鐵昭1長崎県東長崎町付近およ蔦麟簿本県流藁下島に分布する古第三系の重鉱物組成，月

　　報，vζ》H焦馨（溢｝

姓藤鍵昭；留醗炭1三蚤腰）重鉱物組成，月報，V風捻，Nζ》・1

佐藤茂・棚井敏雅・鈴木嚢輔：釧賂炭田新縫別地城地質図説明欝鎖本炭1瑚懇V）

佐々木実・永鑓松三1常磐炭田磐崎坑における／麹鷺ガスの調査研究報皆，月報，V乱域

　　賛『（｝．4

佐々木実・永闘松撚：北海道釧路炭砿における巌1－1二iガスの調査研突報告，．弩報，V蘇1虫

　　窯（）．姦

鈴木泰輔ζ北海遵釧1洛炭軸北猟部地域ジ）鞭質夢趨報勢v｛）L簸，握むざ｝

鈴木舜一イ北海道石狩炭田夕張地懸二棚坑のヂめなし炭、1の石炭組織学的研究，封報，V愛）L　lギ

　　NO．i
　　　　　　　　北海道石狩平蟄1予禰辺諸炭麟の花粉分析，月報，v（〉L　i2，N（）jo

し昭和37轟導

井土1英瓢1熊本県博望ゴニ半、嚇三角周辺ジ）譲f第三系，月報声vζ》L捻，N（）ほ2

雑藤良昭・慮下爽智夫1宮械摩、伊具含巌地大内付近の重鉱物組成，月報，V砿搭，馨猟！

〔謎召荊1磐暮彗三〕

　　　．、：佐世保燦田の杵島麟群と下小轟島試錐について，月報，Vζ）H虫N（）潜

佐々木輿・永1三導松三1筑豊炭田赤池炭砿における炭絹ガス調査報告，月報，V紘域練｝、ll

縮藤良昭1欝自1譲図からみた撚池古第蕊系の特徴，携報，▽融羅，醤無至！

嘉井保明・坊城俊摩13饗草下島東部の地質，月報，v砿欝，賊）潜

1こ昭灘3§年〕

井上英ご、1灘彼杵半島港部グ）古第三系ならびに爾彼杵麟群下部グ）堆積環境，肩報，V繊搭，

　　無）．2

河内英幸1長崎県佐世保市下小高島構造試錐の概要，甥報，V醜鶏，N（）・9

佐藤良昭1唐津炭酬こおける選彼杵半島霞第置系の重鉱物組成，粥報，V紘捲，輪」

佐藤搭蔓昭1釧賂炭田醤部常室州中，下流付近に分布する第三紀層の重鉱物，月報，V（）H5，

　　無｝，§

尾、！＝二亨1北海道池繊層の花粉分析，消報，V乱鷺，鵠灘

佐々木実・永濁松三1常磐炭翫多賀地区における炭田ガス調査研究報告Cい」彗報，、‘紘

　　蓋葺ラ濁（き、蓋釜

佐々木実・市規賢一べ琉球西表島炭田地質調査報告，肩報，V繕い5，N（）憾

　　　　　　　　　　　　　　　　§暮 （6εo）



　　　　地質、縄蕊瞬におけ矯石炭1郵流磯號の概要昭（紹がiシ 菊年）（総水鰍編

鈴木泰輔1釧路炭羅蒲幌地区常塞川流域の地質，糧報，V醜矯，賄」

徳永重元・尾．焦事1常磐炭田におけ輪炭麟の花粉分析（1）・爆報，V（）1・，欝，誓（｝識

徳永重元・尾上事1宇部炭顧における主要炭麟の花粉分析（第童報〉，薄報，V（》1講5，勘識

徳永重元・尾上事1釧路炭照爾部尺別および本岐地域糞要炭麟の花粉分析研究，月報，Vぐき1，

　　職N熊鐙

〔昭和蔓O年二達

，佐々木実・竹田栄蔵・永照松鷺・池1三l／喜代治：最、1：二炭脚癬部地域に壽貧けるゲルマ描ウム調査

　　研究報告，月報，V蕊矯，N轍貸

佐々木実・永i績松王1常磐炭田石城北部地区における炭田ガス調査研甕報辮，月報，V風

　　藩，鑓貸．器

佐々木実・永照松三1常磐炭田多賀地区観おける炭疑1ガスの調査研究報告構），月報，、爆，

　　路，翼○．鐙

須田芳朗・細野武勇1常磐炭田双葉・灘城地区重力探査，月報，V戚i6，N（き濠

徳永叢添・尾上亨1北西九州主要炭田における炭層の花粉分析，月報，V紘戦N熊1（｝

き§ （1裕§）




